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１ はじめに

「えみゆたか」は、青森県の早生の飼料用米として

2016年に飼料作物奨励品種に指定された。2018年に

は約200ha作付けされ、今後さらに作付けが拡大するこ

とが見込まれ、生産現場からは「えみゆたか」の品種特

性に応じた栽培マニュアルの作成が求められている。

「えみゆたか」は、耐倒伏性が“やや強”であり、飼料

用としてはやや不十分である。また、畜産側からは蛋白

質含有率が高くばらつきのない飼料米が求められてい

る。そこで、倒伏させずに蛋白質含有率が高い飼料米

が安定して得られる施肥法と刈取適期について、青森

県産業技術センター農林総合研究所藤坂稲作部圃場

（十和田市）で調査・検討した。

２ 試験方法

(1) 施肥法の検討

1) 追肥時期の検討（2016年、表参照）

窒素施肥量をa当たり基肥0.9kg、追肥は0.4kgを1回

とし、幼穂形成期（幼形期）、減数分裂期（減分期）、穂

揃期にそれぞれ行い、収量、倒伏程度、玄米蛋白質含

有率を比較した。

2) 窒素施肥量の検討（2017、2018年、表参照）

基肥をa当たり0.9kg、1.2kg、1.5kgとし、追肥を減分

期及び穂揃期にそれぞれ0.4kgを1回施用し、収量、倒

伏程度、玄米蛋白質含有率を比較した。玄米蛋白質含

有率の調査は、FOSS社製インフラテック1255を用いた。

(2) 刈取適期の検討（2016、2017年）

2 0 1 6年は表の

試験番号②、201

7年は④⑥⑦の試

験区で実施した。

出穂後30日目頃か

ら5～7日おきに15

株刈取り、穂首や

枝梗の折れを達観

調査し、その発生

株率を調査した。

また、そのうち中庸

な 5株について登

熟歩合、籾水分を

調査した。水分測

定は、ket t 社製

水分分析計（SP-1D2）を使用し、気象データは十和田

市のアメダス値を使用した。
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３ 試験結果及び考察

(1)施肥法の検討

1) 追肥時期の検討

追肥時期について、幼形期追肥では倒伏しやすく、

玄米蛋白質含有率が低かったのに対し、減分期及び

穂揃期追肥では倒伏が少なく、玄米蛋白質含有率も高

かった（図１）。以上より、最適な追肥時期は減分期から

穂揃期であると思われた。

2)窒素施肥量の検討

窒素施肥量について、a当たり基肥量0.9kg、1.2kg、

1.5kgのうち、減分期追肥では、基肥0.9kg及び1.2kgで

倒伏程度が小さかったのに対し、1.5kgでは他の施肥区

より倒伏程度が大きかった（図２）。収量については、基

肥0.9kgでは、穂揃期追肥で他の施肥区よりやや収量

が少ないものの、減分期追肥では基肥1.2kg、1.5kgと

同程度に多収であった（図２）。これらのことから、倒伏

しにくい安定多収な基肥＋追肥の窒素施肥量（kg/a）

は0.9+0.4（窒素総量1.3kg）及び1.2+0.4（同1.6kg）で、

これは青森県が主食用の一般粳米で定める地帯別施

肥基準量（試験地では0.9kg）の1.4～1.8倍に相当する

量であった。また、多収で倒伏が発生しにくい㎡当たり

の最適籾数は32,000～36,000粒であり（図３）、この籾

数が得られる幼形期及び減分期の生育量（図４）や倒

伏が発生する葉色の限界値を明らかにし（図５）、この

指標を参考にして生育診断基準を作成した (データ

略)。

(2) 刈取適期の検討

登熟歩合は、出穂後積算気温1,000℃以上で頭打ち

となり（図６）、刈取り始めの目安である籾水分が25%以

下となるのは約1,000℃であった（図７）。また、穂首･枝

梗の折れは1,350℃以上で発生が多い傾向にあった

（図８）。以上より、「えみゆたか」の刈取適期は出穂後

積算気温1,000～1,350℃であることが明らかとなった。

４ まとめ

「えみゆたか」は、窒素施肥量が青森県が定める地

帯別施肥基準の1.4～1.8倍で、基肥を7～8割、追肥を

2～3割とし、追肥時期を減分期～穂揃期とすることで

安定多収となること、また、刈取適期は出穂後積算気

温1,000～1,350℃であることが明らかとなった。

なお、本成果は、農林水産省「農林水産業・食品

産業科学技術研究推進事業委託事業」及び農研機構

生研支援センター「イノベーション創出強化研究推

進事業」の活用によるものである。
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